
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

９
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

生
文
教
委
員
会
（
紀
由
紀
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
９
月
12
日
の
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
令
和
元
年
10
月
以
降

の
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
の
実
施

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
は
保
育
料
の
中

こ
れ
ま
で
議
会
が
意
見
書
や
決
議
で

要
望
し
て
き
た
、
道
路
整
備
の
必
要

性
に
つ
い
て
市
民
と
東
京
都
都
市
整

備
局
が
話
し
合
う
、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
型
で
は
な
い
従
来
型
の
意
見
交
換

会
が
開
催
さ
れ
る
め
ど
は
い
ま
だ
に

立
っ
て
い
な
い
。
予
算
特
別
委
員
会

で
市
長
は
10
月
10
日
の
都
知
事
と
の

意
見
交
換
の
際
に
、
改
め
て
小
金
井

市
と
し
て
の
要
望
を
伝
え
る
こ
と
を

明
言
し
た
。
こ
の
点
を
期
待
し
つ
つ
、

見
守
る
こ
と
を
述
べ
て
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

予
算
総
体
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、

次
の
対
応
を
求
め
る
。
❶
幼
児
教

育
・
保
育
無
償
化
は
高
額
所
得
者
の

恩
恵
が
多
い
。
国
に
対
し
て
、
所
得

格
差
を
拡
げ
な
い
制
度
設
計
と
、
保

育
・
教
育
の
質
の
向
上
等
を
強
く
求

め
る
こ
と
。
❷
市
民
か
ら
出
さ
れ
た

「
学
校
事
務
共
同
実
施
の
検
証
を
速

や
か
に
実
施
し
公
表
す
る
こ
と
を
求

め
る
要
求
書
」
に
対
し
、
真
摯
に
取

り
組
む
こ
と
。
❸
市
長
は
、
10
月
10

日
の
都
知
事
と
の
意
見
交
換
で
、
都

市
計
画
道
路
３
・
４
・
１
号
線
と

３
・
４
・
11
号
線
の
事
業
化
は
望
ま

な
い
と
明
確
に
述
べ
る
こ
と
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

に
向
け
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成

は
、
慎
重
に
行
う
こ
と
を
強
く
求
め

る
。
ま
た
、
市
長
は
、
都
市
計
画
道

路
３
・
４
・
11
号
線
は
、
環
境
へ
の

配
慮
や
住
民
の
理
解
が
進
展
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
現
時
点
で
は
賛
同
で

き
る
状
況
で
は
な
い
。
３
・
４
・
１

号
線
は
、
見
直
し
を
求
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
旨
、
10
月
の
都
知

事
と
の
意
見
交
換
で
直
接
伝
え
る
と

し
た
。
自
治
体
の
長
と
し
て
一
歩
踏

み
込
ん
だ
見
解
を
示
し
た
こ
と
を
評

価
す
る
。
漏
れ
な
く
伝
え
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

な
問
題
の
指
摘
と
検
証
を
求
め
る
要

望
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
実
施
は

反
対
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
関
す

る
予
算
が
講
じ
ら
れ
、
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と

に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
副
食
費
は
武

蔵
野
市
と
小
金
井
市
の
み
が
無
償
化

と
な
る
。
小
金
井
市
の
財
政
状
況
で

武
蔵
野
市
と
同
様
の
無
償
化
が
で
き

る
状
況
で
あ
ろ
う
か
。
行
財
政
改
革

に
よ
る
財
源
確
保
も
示
さ
れ
な
い
中
、

子
育
て
環
境
日
本
一
の
指
針
も
示
さ

れ
ず
疑
問
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
貫
井
北
セ
ン
タ
ー
、
東
セ
ン

タ
ー
の
債
務
負
担
行
為
も
組
ま
れ
て

い
る
が
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
の
準
備

が
整
う
か
疑
問
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
　
薫
（
市
民
カ
エ
ル
）

反
対
理
由
の
第
一
は
学
校
事
務
の

共
同
実
施
。
副
校
長
の
多
忙
化
軽
減

に
つ
な
が
ら
ず
人
員
減
で
し
か
な
く
、

学
校
事
務
に
精
通
す
る
職
員
の
育
成

が
困
難
と
な
る
。
第
二
は
幼
児
教

育
・
保
育
無
償
化
。
本
来
は
保
育
や

教
育
は
無
償
と
す
べ
き
だ
が
、
全
て

の
無
償
で
は
な
く
、
自
治
体
に
大
き

な
負
担
が
掛
か
り
、
待
機
児
童
が
増

え
格
差
が
拡
大
し
、
公
立
保
育
園
の

民
営
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
は
都
市
計
画
道
路
の
ア
ン
ケ
ー

ト
。
市
長
は
明
確
な
反
対
の
意
思
を

示
し
、
住
民
投
票
で
市
民
の
意
思
を

問
う
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

村
山
ひ
で
き
（
み
ら
い
）

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

に
お
い
て
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

１
号
線
と
３
・
４
・
11
号
線
は
重
要
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

待
遇
格
差
を
緩
和
す
る
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
に
は
賛
成
の
立
場
だ

が
、
期
末
手
当
の
支
給
に
よ
る
市
の

財
政
負
担
は
大
き
い
。
国
は
経
過
期

間
と
し
て
、
２
年
程
度
か
け
段
階
的

に
引
き
上
げ
る
考
え
方
を
示
し
て
お

り
、
多
摩
地
域
で
も
既
に
８
市
が
こ

れ
を
採
用
し
て
い
る
。
本
市
で
も
現

下
の
財
政
状
況
に
鑑
み
て
、
当
然
こ

れ
を
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
市

長
が
段
階
的
な
引
上
げ
に
つ
い
て
は

職
員
団
体
と
交
渉
す
ら
せ
ず
、
始
め

か
ら
満
額
を
提
示
し
た
こ
と
は
看
過

し
難
い
。
よ
っ
て
、
修
正
案
を
提
出

し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

岸
田
正
義
（
み
ら
い
）

本
市
の
非
常
勤
嘱
託
職
員
は
職
員

数
の
３
人
に
１
人
を
占
め
て
お
り
、

貴
重
な
人
材
で
あ
る
。
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
多
摩
26
市

中
16
市
、
特
に
近
隣
５
市
が
支
給
割

合
を
２
・
６
月
分
と
す
る
中
、
本
市

の
み
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と

は
優
秀
な
人
材
の
流
出
を
引
き
起
こ

し
か
ね
ず
、
今
後
の
採
用
以
上
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

本
制
度
改
正
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

こ
れ
か
ら
の
働
き
方
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
行
政
経
営
効

率
化
に
つ
な
げ
る
よ
う
要
望
す
る
。

９
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
坂
井
え
つ
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
９
月
18
日
、
24
日

の
計
２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
事
務

職
員
、
副
校
長
及
び
教
員
の
事
務
作

業
に
係
る
業
務
量
調
査
、
業
務
に
係

る
提
案
等
の
支
援
委
託
に
要
す
る
経

費
「
東
京
都
公
立
小
中
学
校
事
務
共

同
実
施
支
援
委
託
料
」（
348
万
７
千

円
）、
次
期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
の
た
め
の
情
報
収
集
や
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
う
「
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
支
援

委
託
料
」（
442
万
２
千
円
）、
併
せ
て
、

債
務
負
担
行
為
と
し
て
令
和
２
～
３

年
度
に
わ
た
っ
て
２
千
414
万
５
千
円

の
上
限
額
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

９
月
26
日
の
本
会
議
で
は
、
２
件

の
組
替
え
動
議
が
提
出
さ
れ
、
否
決

し
た
後
、
原
案
に
つ
い
て
採
決
を
行

い
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数

に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

反
対
の
理
由
の
第
一
は
、
都
市
計

画
道
路
３
・
４
・
１
号
線
及
び
３
・

４
・
11
号
線
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
ア

ン
ケ
ー
ト
と
一
緒
に
行
う
こ
と
に
つ

い
て
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
両

路
線
に
つ
い
て
の
市
民
の
意
見
は
、

東
京
都
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

既
に
明
ら
か
で
あ
り
、
実
施
の
理
由

が
不
明
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
必
要

は
な
い
。
第
二
に
、
学
校
事
務
の
共

同
実
施
に
つ
い
て
、
現
場
か
ら
様
々

９
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会
（
村
山
ひ
で
き
委
員

長
）
に
付
託
し
、
９
月
17
日
、
24
日

の
計
２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

本
条
例
は
、
一
般
職
の
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
を
創
設
し
、
任
用
服

務
規
定
等
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

期
末
手
当
に
つ
い
て
令
和
２
年
度
か

ら
年
間
２
・
６
月
分
の
支
給
を
す
る

も
の
で
す
。

９
月
24
日
の
委
員
会
で
は
、
期
末

手
当
支
給
月
数
を
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
旨
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
修

正
部
分
を
可
決
し
た
後
、
修
正
部
分

を
除
く
原
案
に
つ
い
て
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

９
月
26
日
の
本
会
議
で
は
、
修
正

案
に
つ
い
て
否
決
し
た
後
、
原
案
に

つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の

結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

国
の
法
改
正
に
は
、
正
規
職
員
の

拡
大
の
抜
本
的
な
改
善
策
に
は
な
っ

て
お
ら
ず
、
非
正
規
職
員
が
人
員
の

調
整
弁
と
さ
れ
て
い
る
現
状
が
合
法

化
さ
れ
る
な
ど
の
様
々
な
問
題
が
あ

る
が
、
小
金
井
市
に
お
い
て
は
、
昇

給
や
報
酬
と
時
給
の
引
上
げ
を
行
わ

な
い
な
ど
処
遇
改
善
に
不
十
分
さ
が

あ
る
も
の
の
、
労
使
合
意
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
内
容
は
こ
れ
ま
で

よ
り
も
削
減
や
不
利
益
変
更
と
な
る

も
の
は
な
く
、
期
末
手
当
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
定
の
処
遇
改

善
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
賛
成

す
る
。

６
月
24
日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

生
文
教
委
員
会
（
紀
由
紀
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
８
月
20
日
の
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
難
病
者
の
生
活
支
援

を
目
的
と
し
て
、
議
員
か
ら
提
案
し

ま
し
た
。
内
容
は
、
平
成
27
年
１
月

の
難
病
医
療
法
施
行
に
よ
る
難
病
患

者
へ
の
医
療
費
助
成
の
対
象
疾
病
拡

大
に
伴
い
、
平
成
30
年
第
４
回
定
例

会
に
お
い
て
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

改
正
条
例
を
可
決
し
、
所
得
制
限
及

び
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
と
の
併
給

制
限
等
を
設
け
る
等
、
手
当
の
支
給

に
含
ま
れ
て
い
た
満
３
歳
以
上
の
副

食
費
に
つ
い
て
、
保
育
料
か
ら
切
り

離
さ
れ
保
護
者
の
負
担
と
な
る
と
こ

ろ
、
市
が
民
間
保
育
園
に
対
し
独
自

補
助
を
行
う
こ
と
や
、
低
所
得
世
帯

及
び
第
３
子
以
降
の
世
帯
か
ら
は
副

食
費
の
費
用
を
受
領
し
な
い
規
定
に

改
め
る
等
を
含
む
も
の
で
す
。

９
月
26
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を
対
象

と
し
て
、
所
得
制
限
な
し
で
認
可
保

育
園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の

利
用
に
つ
い
て
無
償
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
２
歳
児
か
ら
６
歳
児
ま
で
に

関
し
て
は
、
年
収
約
250
万
円
未
満
の

住
民
税
非
課
税
世
帯
が
無
償
化
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
小

金
井
市
が
新
た
に
副
食
費
の
補
助
を

実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
民

要
望
に
応
え
る
方
策
を
検
討
の
上
で

政
策
判
断
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
判
断
は
余
り
に
も
早
過
ぎ
た
の
で

は
な
い
か
と
の
意
見
を
添
え
て
、
賛

成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
関
す
る
陳
情
に
対
す
る
署

名
は
、
千
489
名
集
め
ら
れ
て
い
る
。

東
京
都
は
３
年
間
で
体
育
館
、
給
食

調
理
室
な
ど
の
設
置
補
助
を
行
う
計

画
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
金
井
市
は
、

今
年
度
は
14
校
中
１
校
の
み
の
設
置

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
や
、

避
難
所
と
し
て
の
対
応
と
い
う
市
民

の
生
命
が
か
か
っ
て
い
る
問
題
で
あ

る
た
め
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
遅
ら

せ
て
は
な
ら
な
い
。
市
民
の
願
い
に

応
え
る
た
め
、
体
育
館
、
ま
た
、
普

通
教
室
、
給
食
調
理
室
に
も
早
急
な

設
置
を
求
め
る
。

要
件
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、

改
正
前
に
戻
す
た
め
、
所
得
制
限
・

併
給
制
限
の
撤
廃
、
ま
た
、
現
況
届

の
毎
年
度
提
出
に
係
る
規
定
の
削
除

等
を
行
う
も
の
で
す
。

９
月
２
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
、

否
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

厚
生
労
働
省
の
数
値
を
機
械
的
に

小
金
井
市
に
持
ち
込
み
、
過
大
な
対

象
人
数
と
過
大
な
財
政
支
出
を
示
し
、

手
当
支
給
対
象
者
の
制
限
を
行
っ
た

現
行
の
条
例
は
、
難
病
者
の
暮
ら
し

や
苦
し
み
を
省
み
な
い
も
の
で
あ
る
。

難
病
者
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
く
た

め
に
は
、
条
例
を
改
正
前
に
戻
し
、

支
給
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
こ
そ
求

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

昨
年
12
月
定
例
会
の
条
例
改
正
に
よ

っ
て
導
入
さ
れ
た
、
難
病
者
福
祉
手

当
の
支
給
制
限
に
関
わ
る
部
分
を
、

改
正
前
に
戻
す
本
条
例
案
に
賛
成
す

る
。◆

◆

◆

◆

◆

◆

審
議
し
た
主
な
議
案

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
回
）

会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

難

病

者

福

祉

手

当

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
議
員
提
案
）

小
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
関
す
る
陳
情
書
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